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　５月１５日、岩村町の本通りにある伝統的建造物群保存地区内の古民家で左官の体験教室がありまし

た。教室では、保育園児から中学生までの２０人が、壁の材料である土やわらを足で混ぜ、土壁塗りなど

に挑戦。練り込んだ土の冷たくて重い感触にみんな大はしゃぎでした。
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特 集 鳥獣被害の対策

集
落
を
鳥
獣
の
餌
場
に
し
な
い

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る

対
策
で
大
切
な
こ
と

 

年
々
増
加
す
る
鳥
獣
被
害

　

昨
年
の
市
内
の
被
害
状
況
は
、
農
作
物

が
１
３
１
１
件
で
被
害
面
積
５
６
１
３

㌃
、
被
害
額
６
３
４
６
万
円
。
農
作
物
以

外
に
も
農
道
や
水
路
２５
カ
所
と
林
道
１
カ

所
、
市
道
１１
カ
所
、
明
知
鉄
道
の
敷
地
４

カ
所
で
、
被
害
額
は
７
２
７
万
円
。
被
害

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
市

内
全
域
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
捕
獲
頭

数
も
年
々
増
加
。
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

は
農
作
物
の
食
い
荒
ら
し
や
水
田
へ
の
侵

入
、
農
道
や
水
路
、
あ
ぜ
な
ど
を
崩
壊
す

る
被
害
が
多
い
で
す
。
道
路
で
自
動
車
と

の
衝
突
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

上
矢
作
町
に
は
多
数
の
猿
の
群
れ
が
あ

り
、
何
百
頭
と
生
息
し
て
い
ま
す
。
農
作

物
へ
の
被
害
は
、
畑
で
の
野
菜
類
の
食
い

荒
ら
し
や
、
市
の
特
産
の
ク
リ
へ
の
被
害

な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、

農
作
物
の
被
害
金
額
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
耕
作
を
続
け
る
意
欲
を
失
わ
せ
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

動
物
の
行
動
に
対
す
る
情
報
不
足
が
人

間
の
間
違
っ
た
行
為
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
こ
の
間
違
っ
た
行
為
は
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
の
行
為

を
解
消
す
る
こ
と
が
、
鳥
獣
被
害
対
策
で

は
、
最
も
大
切
で
す
。

 

鳥
獣
害
対
策
の
基
礎
知
識

【
生
態
や
特
徴
を
理
解
す
る
】

　

あ
な
た
は
野
生
鳥
獣
に
つ
い
て
ど
の
く

ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。
一
般
的
な
情
報

だ
け
で
は
、
防
除
や
駆
除
を
行
う
と
き
に

地
域
性
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、
効
果
が
得

ら
れ
に
く
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

よ
り
効
果
的
な
対
策
を
す
る
に
は
、
ま

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
獣
の
生
態
や
特
徴
な

ど
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
自
ら
の
取
り
組
み
が
大
切
】

　

野
生
鳥
獣
の
駆
除
や
防
除
対
策
は
、
猟

友
会
（
猟
師
な
ど
）
や
役
所
に
任
せ
て
お

け
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

病
害
虫
の
防
除
の
た
め
に
、
自
分
た
ち

で
農
薬
な
ど
を
散
布
す
る
こ
と
と
同
じ

で
、
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
に
は
、

自
分
た
ち
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
自

　

こ
こ
数
年
、
市
全
域
で
イ
ノ
シ

シ
や
猿
の
他
、
外
来
生
物
の
ヌ
ー

ト
リ
ア
な
ど
に
よ
る
鳥
獣
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
被
害
の
多
く
は

田
畑
の
農
作
物
で
す
が
、
そ
の
他

に
も
人
や
物
へ
の
危
害
な
ど
多
方

面
に
被
害
は
拡
大
。カ
ラ
ス
が「
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
荒
ら
す
こ

と
も
生
活
環
境
の
鳥
獣
被
害
と
い

え
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
を
中
心
に
、
鳥
獣
の
防
除
は

農
業
振
興
課
、
捕
獲
は
林
業
振
興

課
が
窓
口
で
、
鳥
獣
被
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
で
き
る

こ
と
や
す
べ
き
こ
と
、
将
来
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課

（
内
線
５
４
３
）、林
業
振
興
課（
内

線
５
２
７
）

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
集
落
が
全
体
で
取
り
組
む
】

　

個
人
で
取
り
組
む
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
集
落
（
地
域
）
全
体
で
取
り
組
ん
だ

方
が
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

「
自
分
の
畑
の
被
害
が
無
く
な
っ
た
ら
、

隣
の
畑
の
被
害
が
増
え
た
」
で
は
、
根
本

的
な
解
決
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
で
で
き
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま

す
。集
落
全
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

【
集
落
の
餌
場
を
な
く
そ
う
】

　

畑
に
放
置
し
た
野
菜
く
ず
や
収
穫
し
な

い
果
樹
な
ど
は
、
野
生
鳥
獣
の
ご
ち
そ
う

で
す
。
お
墓
の
お
供
え
も
の
や
軒
に
出
し

て
い
る
生
ご
み
な
ど
も
格
好
の
餌
。
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
餌
付
け
」
を
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
野
生
鳥
獣
は
、
集

落
で
簡
単
に
餌
に
あ
り
つ
け
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
イ
ノ
シ
シ
や
猿
の
大
好

物
。
や
ぶ
の
よ
う
に
な
っ
た
竹
林
は
皆
伐

し
ま
す
。
鹿
の
目
当
て
は
農
作
物
よ
り
法

面
の
雑
草
。
田
ん
ぼ
や
道
路
の
法
面
を
冬

季
に
緑
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
秋
の
草
刈

り
は
控
え
、
草
が
冬
枯
れ
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。二
番
穂
の
ひ
こ
ば
え
や
落
ち
穂
は
、

野
生
鳥
獣
に
と
っ
て
冬
季
の
貴
重
な
餌
。

田
ん
ぼ
の
秋
起
こ
し
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
集
落
を
野
生
鳥
獣
の
餌
場
と

し
な
い
た
め
に
、
集
落
の
環
境
を
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
複
数
の
対
策
を
根
気
よ
く
】

　

野
生
鳥
獣
は
、
人
間
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
高
い
能
力
が
あ
り
利
口
で
す
。
例
え

ば
電
気
牧
柵
の
設
置
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
内
側
を
ト
タ
ン
板
で
囲
い
農
作
物
を
見

え
な
く
す
る
な
ど
、
複
数
の
対
策
を
組
み

合
わ
せ
る
と
効
果
が
よ
り
高
く
な
り
ま

す
。

　

野
生
鳥
獣
に
は
、
慣
れ
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
防
除

策
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
野
生
動
物
が
嫌
が
る
環
境
】

　

野
生
鳥
獣
が
、
人
里
に
出
る
こ
と
に
は

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
や
草

む
ら
な
ど
が
な
け
れ
ば
容
易
に
隠
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
、近
づ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

鳥
獣
害
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
に

は
、
草
刈
り
な
ど
を
こ
ま
め
に
す
る
な
ど

の
適
切
な
農
地
管
理
が
必
要
で
す
。
積
極

的
な
追
い
払
い
活
動
を
す
る
な
ど
し
て
、

野
生
鳥
獣
が
嫌
が
り
、
来
づ
ら
く
な
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▲猿よけに金網とトタン板で囲っている畑

▲猿の食い荒らし被害に遭ったトウモロコシ畑（上矢作町地内）

被害状況（農作物）【鳥獣被害アンケート（調査対象農家５,５００戸）による】
年 被害件数 被害面積 被害金額 備考

平成２０年 ６５０件 １,６４５㌃ ４７５万円 提出率３．０㌫
平成２１年 ５２７件 ３,２９９㌃ ８３４万円 提出率３．０㌫
平成２２年 １,３１１件 ５,６１３㌃ ６,３４６万円 提出率２３．８㌫

市内の水稲共済被害（東濃農業共済事務組合）

年度
被害
戸数

被害
面積

支払 
共済金

内訳

イノシシ 猿 その他

平成２０年度 ３５戸 ４７１㌃ １４３万円 １４２．４万円 １千円 ５千円

平成２１年度 ５６戸 ８０２㌃ ２１２万円 １８９万円 ２３万円

平成２２年度 ７７戸 １，１８３㌃ ４１８万円 ４１２万円 ６万円
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特 集 鳥獣被害の対策

 

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

　

上
矢
作
町
は
、
市
内
で
唯
一
地
域
に
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
２０
年
間
に
、
田
畑
や
住
宅
の
周
り

ま
で
猿
や
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
被
害
は
農
産
物
だ
け
で
な

く
、
住
民
生
活
に
も
及
び
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
被
害
は
拡
大
す

る
ば
か
り
で
す
。
地
域
全
体
の
総
合
的
な

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、

各
地
区
か
ら
委
員
を
選
出
し
、
３
年
前
に

上
矢
作
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
を
発
足
し
ま

し
た
。

　

農
作
物
で
は
、
ク
リ
や
柿
、
稲
、
シ
イ

タ
ケ
、
大
豆
、
大
根
、
サ
ツ
マ
芋
、
ジ
ャ

ガ
芋
な
ど
が
食
い
荒
ら
し
の
被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

　

猿
は
、
民
家
の
洗
濯
物
を
お
も
ち
ゃ
に

し
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
民
家
の
屋
根
で
遊
び
、

ソ
ー
ラ
ー
温
水
器
の
裏
側
な
ど
を
寝
ぐ
ら

と
し
た
事
例
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
対
策
は
、
補

助
金
で
電
気
牧
柵
を
設
置
。
猿
の
被
害
対

策
は
、
金
網
や
ネ
ッ
ト
で
田
畑
を
囲
み
、

爆
竹
な
ど
で
の
追
い
払
い
。
有
害
鳥
獣
の

駆
除
な
ど
を
行
っ
て
被
害
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
猿
の
被
害
対
策
に
、
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
導
入
を
検
討
し
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
７
頭
導
入
し
、
追
い
払

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
岩
村
町
や
山
岡
町
で
も
猿
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
猿
に
よ
る
被
害
は
上

矢
作
町
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
地
域
で
協
力
し
、
農
地

や
生
活
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
活
用

　

「
犬
猿
の
仲
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
。
昔
か
ら
不
仲
の
例
え
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
特
段
に
不

仲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は
、
猿
な
ど
を
追
い

払
う
た
め
に
特
別
に
訓
練
さ
れ
た
犬
で

す
。
散
歩
中
な
ど
に
鳥
獣
を
見
つ
け
る
と

綱
か
ら
放
し
、追
わ
せ
ま
す
。
数
日
、帰
っ

て
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鳥
獣
の
防
除
と
駆
除

 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
と
助
成

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や

ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
の
特
定
外
来
生
物
を
除

き
、
狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば

捕
獲
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
違
反
を

す
る
と
法
律
（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
）
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
生
活

環
境
被
害
な
ど
は
、
ま
ず
電
気
柵
な
ど
で

防
除
。
そ
れ
で
も
被
害
が
発
生
す
る
場
合

は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
と
し
て
市
長
が
任
命

し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
に
よ
る
捕
獲
が

で
き
ま
す
。
林
業
振
興
課
か
各
振
興
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
、
狩
猟

免
許
の
わ
な
猟
が
な
く
て
も
、
市
の
講
習

を
受
講
す
れ
ば
捕
獲
が
で
き
ま
す
。
受
講

者
に
は
、
従
事
者
証
を
発
行
。
従
事
者
の

登
録
を
し
た
方
に
は
、
無
償
で
箱
わ
な
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
被
害
で
困
っ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１４
日
㈫
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
本
紙
５
月
１５
日
号
１４
㌻
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
へ
の
助
成

　

狩
猟
免
許
所
持
者
の
高
齢
化
な
ど
で
、

免
許
所
持
者
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の

被
害
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
狩
猟
者
の

確
保
の
た
め
、
狩
猟
免
許
の
取
得
や
免
許

の
更
新
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
猟
友

会
員
に
加
入
し
て
い
る
か
今
後
加
入
す
る

方
で
、
本
年
度
以
降
に
、
新
た
に
免
許
を

取
得
す
る
方
や
免
許
の
更
新
を
す
る
方
。

□
補
助
率　

取
得
や
更
新
に
必
要
な
費
用

の
２
分
の
１

電
気
牧
柵
の
補
助

□
対
象　

３
戸
以
上
の
農
家
が
集
落
単
位

で
設
置
が
可
能
な
地
域

□
補
助
率　

総
資
材
費
の
３
分
の
１
以
内

獣
肉
の
資
源
活
用

　

有
害
鳥
獣
駆
除
で
捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣

は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
が
私
有
地
に
埋

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
埋
設
場
所
に
も

限
界
が
あ
る
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
は
獣
肉
と

し
て
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

地
域
の
方
の
協
力
が
必
要

　

家
の
前
の
山
に
約
４０
頭
の
猿
が
群
れ
で

い
ま
し
た
。
犬
を
放
し
た
ら
半
日
く
ら
い

追
い
回
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
猿
が
来

る
回
数
が
減
り
ま
し
た
。

　

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は
普
段
は
、
人
が
近

づ
い
て
も
ほ
え
た
り
、
か
み
つ
い
た
り
は

し
な
い
が
、
獲
物
を
見
る
と
顔
つ
き
が
変

わ
り
、大
声
で
ほ
え
て
追
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
犬
は
獲
物
を
追
っ
て
い
る
と
き

は
、
獲
物
し
か
目
に
入
ら
な
い
の
で
交

通
事
故
が
心
配
で
す
。

　

追
い
払
い
に
は
地
域
の
協
力
が
必

要
。
地
域
の
方
が
、
犬
が
こ
っ
ち
に
来

て
い
る
よ
と
教
え
て
く
れ
れ
ば
迎
え
に

行
け
ま
す
。
猿
が
出
た
と
教
え
て
く
れ

れ
ば
犬
を
放
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

迷
惑
に
な
っ
て
は
駄
目
な
の
で
、
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
啓
発
を
行
い
、
地
域

で
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴木 峰
みね

夫
お

さん

（上矢作町漆原）

昨年１１月から、ジョン
という名前のモンキー
ドッグを飼い、猿など
の追い払いをしていま
す。モンキードッグの
効果は思っていた以上。
地域で協力して追い払
いをしていきたい。

熊への心掛け
　昨年度、市の南部地域を中心にツキノワグマの
目撃情報が８７件ありました。森林に入る際は十分
注意してください。

熊と出会わないために
１．鈴、笛など音のするものを身に付け、人間の
　　存在を知らせる。　　　　
２．単独行動はしないよう、２人以上で行動する。
３．新しいふんや足跡を見つけたときは、すぐに
　　引き返す。

もし熊に出会ってしまったら
１．遠くにいる熊を発見した場合は、慌てずそっ
　　と立ち去る。
２．小熊に出会った場合、近くに親熊がいる可能
　　性が高く危険です。速やかに立ち去る。
３．至近距離で熊と出会った場合は、持ち物を静
　　かに地面に置いて注意をそらし、ゆっくりと
　　後ずさりしながら熊から離れる。（熊と目を
　　合わせることは、攻撃の合図になるため危険
　　です）
４．背中を見せて逃げると、熊は本能的に襲って
　　くるので危険。
５．熊が興奮するので、大声で叫んだり、物を投
　　げたりしない。　　　　
６．熊が接近し攻撃してきたら、人間の弱点であ
　　る顔や喉、後頭部、腹部を守れる姿勢をとる。

　人が熊に襲われている現場に遭遇したら、警察
や防災情報課へ通報し対応を依頼してください。
人間の力では熊を撃退することは困難です。二次
被害の原因となりますので、自力での救助は行わ
ないでください。

▲上矢作町島地区は集落全体を金網で囲っている

▲上矢作町の鈴木峰夫さんが飼っているフォッ
クスハウンドという種類のモンキードッグ▲箱わなで捕獲したイノシシ▲熊よけの鈴

※第１銃は火薬の力で弾を発射する銃。第２銃は空気の力で
弾を発射する銃

狩猟免許保持者数（猟友会員数）

年度 猟友会会員 網わな猟 第１銃 第２銃

平成２０年度 １９０人 ９９人 １１１人 ４７人

平成２１年度 １９７人 １０９人 ９５人 ４５人

平成２２年度 １８０人 １０９人 ７８人 ４１人

有害鳥獣捕獲実績 
年 イノシシ 猿 カモシカ 熊 カラス他

平成２０年 １４９頭 ９頭 ６頭 － －

平成２１年 ２４５頭 １３頭 ６頭 ― ３０羽

平成２２年 ４７４頭 １５頭 ６頭 ８頭 １４３羽

インタビュー
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特 集 鳥獣被害の対策

広
葉
樹
の
森
を
再
生

 

山
中
で
暮
ら
す
環
境
整
備

　
昭
和
３０
年
か
ら
４０
年
代
の
大
規
模
な
植

林
で
、
山
に
も
と
も
と
多
か
っ
た
広
葉
樹

が
減
り
、
多
く
の
動
物
の
餌
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
野
生
動
物
は
人

里
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
の
被
害
を
増
や
さ
な
い
よ
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
中
で
餌
が
確
保

で
き
る
よ
う
な
環
境
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
鳥
獣
の
極
端
な
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
た
め
に
、
長

い
目
で
見
た
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
は
、
山

の
中
で
鳥
獣
が
餌
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

 

環
境
保
全
林
拡
大
の
実
験

　

本
年
度
、
市
は
上
矢
作
町
や
岩
村
町
の

市
有
林
で
環
境
保
全
林
の
拡
大
の
た
め
の

実
験
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
人
工
林
を

ブ
ナ
科
落
葉
広
葉
樹
林
へ
樹
種
転
換
す
る

実
験
で
す
。
具
体
的
に
は
、
伐
採
時
期
を

迎
え
た
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
を
伐
採
し
、
ブ
ナ

科
の
落
葉
広
葉
樹
の
山
グ
リ
の
植
栽
２

㌶
。
木
の
実
が
落
ち
て
芽
が
出
る
天
然
下

種
に
よ
る
広
葉
樹
の
自
然
再
生
０
・
８
㌶
。

ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
人
工
林
で
、
５
割
以
上

間
引
き
を
す
る
間
伐
を
し
て
、
針
葉
樹
と

広
葉
樹
が
混
在
す
る
針
広
混
交
林
へ
の
誘

導
０
・
８
㌶
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
実
験

林
を
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
設
置

し
ま
す
。

　

森
づ
く
り
は
、
鳥
獣
害
対
策
だ
け
で
な

く
水
資
源
を
蓄
え
る
働
き
や
、
山
崩
れ
や

洪
水
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る
働
き
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
現
在
、
私
た
ち
が
抱
え
る

山
の
問
題
の
多
く
が
解
決
さ
れ
ま
す
。

に
す
る
た
め
に
は
、
里
で
は
被
害
対
策
を

十
分
行
い
、
鳥
獣
が
山
で
暮
ら
せ
る
環
境

を
整
え
、
山
の
餌
だ
け
を
食
べ
て
生
活
す

る
よ
う
に
生
活
環
境
を
変
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ド
ン
グ
リ
な
ど
の
広
葉
樹
の
実
や
山
中

の
餌
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

の
平
均
寿
命
は
１
年
か
ら
２
年
。
多
く
は

餓
死
し
て
い
ま
す
。
鹿
や
猿
も
主
な
死
因

は
餓
死
や
病
死
。
冬
季
の
栄
養
失
調
が
大

き
な
原
因
で
、
若
い
こ
ろ
に
死
に
や
す
い

 
鹿
の
被
害
も
迫
っ
て
い
る

　

全
国
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
は

年
々
増
加
し
、
近
畿
地
方
や
甲
信
地
方
で

多
く
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
西

濃
地
域
や
中
濃
地
域
で
被
害
が
多
く
、
市

内
に
も
被
害
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
の
被
害
は
牧
草
の
被
害
が
主
な

も
の
で
、
東
濃
牧
場
や
上
矢
作
町
内
の
牧

草
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
は
、
ア
セ
ビ
な
ど
特
定
の
植
物
を
除

い
た
ほ
と
ん
ど
の
植
物
を
餌
と
し
、
集
団

で
餌
を
求
め
て
行
動
し
ま
す
。

　

食
べ
る
も
の
が
な
く
な
る
と
、
今
ま
で

食
べ
な
か
っ
た
も
の
も
食
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
県
外
の
あ
る
山
林
で
は
、
植
え

た
苗
木
や
成
木
の
樹
皮
が
鹿
の
食
害
に

遭
っ
た
た
め
、
再
度
植
林
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、ま
た
鹿
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、

さ
ら
に
も
う
一
度
植
林
と
い
う
よ
う
な
い

た
ち
ご
っ
こ
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
に
下
草
も
食
べ
尽
く
さ
れ
て
、
土

や
岩
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
り
地
盤
が
弱

く
な
っ
た
り
し
、
集
中
豪
雨
で
土
砂
崩
壊

が
起
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

近
い
う
ち
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
里
を
餌

場
に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
作
物

の
味
を
覚
え
る
と
手
に
負
え
な
い
の
で
、

早
め
に
防
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
害
防
止
政
策
な
ど
の
資
料

と
す
る
た
め
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
を

収
集
し
、
被
害
地
域
で
の
捕
獲
を
実
施
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
２０
年
度
に
「
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
」
を
作
成
。
こ
の
計
画
は
、

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
の
被
害
防
止
の

基
本
方
針
と
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど
に
関

す
る
こ
と
や
、
防
護
柵
の
設
置
や
対
象
鳥

獣
の
捕
獲
以
外
の
被
害
防
止
施
策
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
を
対
象
鳥
獣
と
し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
か
ら
本
年
度
の
３
年
間
、
市

全
域
が
対
象
で
す
。

　

計
画
で
は
、
本
年
度
の
目
標
値
は
平
成

１９
年
度
の
被
害
面
積
の
半
減
で
す
。

 

対
策
し
て
も
被
害
は
拡
大

　

平
成
１７
年
度
以
降
、
６
９
０
㌶
の
農
地

に
電
気
牧
柵
の
設
置
を
助
成
。箱
わ
な
は
、

イ
ノ
シ
シ
用
２３
基
と
特
定
外
来
生
物
用
３３

基
を
導
入
。
昨
年
の
イ
ノ
シ
シ
の
計
画
捕

獲
数
は
１
９
０
頭
で
し
た
が
、
４
７
４
頭

を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
よ
る
農

作
物
や
生
活
環
境
被
害
を
防
除
す
る
た
め

防
除
実
施
計
画
を
策
定
。
こ
と
し
１
月
現

在
で
、
１
１
５
人
が
捕
獲
の
た
め
の
講
習

を
受
講
。
昨
年
度
は
ア
ラ
イ
グ
マ
１３
頭
と

ヌ
ー
ト
リ
ア
２１
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
対
策
を
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
被
害
は
拡
大
す
る
一
方
で
す
。

対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
被
害
は
も
っ
と
大

き
か
っ
た
と
予
想
で
き
ま
す
。

　

本
年
度
も
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

は
、
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
研
修
会
で
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、効
果
的
な
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

防
除
や
駆
除
は
一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、
対
策
を
し
て
い
る
集
落
だ
け
の
解
決

で
す
。
防
除
や
追
い
払
い
を
し
て
も
、
別

の
集
落
へ
移
動
し
て
被
害
を
出
し
ま
す
。

餌
場
を
追
わ
れ
た
鳥
獣
は
、
餌
を
求
め
、

餌
が
手
に
入
る
所
へ
移
動
。
対
策
し
て
い

な
い
地
域
に
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
防
除

や
駆
除
を
行
っ
て
も
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の

対
策
に
は
な
り
ま
す
が
、
根
本
的
な
解
決

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▲苗木の植樹やドングリからの自然再生で広葉樹の森をつくることを目指す

▼上矢作町達原地区で遭遇した猿

▼２月に開催した鳥獣害対策研修会には約２００人が参加
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

　

県
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
な

ど
の
就
業
を
志
望
す
る
方
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
資
格
認

定
試
験
の
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

□
と
き　

７
月
９
日
㈯
か
ら
９
月

１７
日
㈯
ま
で
の
土
曜
日
、
日
曜
日

（
全
８
回
）
午
前
９
時
半
―
午
後

４
時
４０
分

□
と
こ
ろ　

長
良
川
国
際
会
議
場

（
岐
阜
市
）

□
対
象　

１８
歳
以
上
で
県
内
に
在

住
や
在
勤
、
在
学
の
方

□
料
金　

無
料

□
定
員　

４０
人

□
申
し
込
み
方
法　

６
月
３０
日
㈭

ま
で
に
所
定
の
様
式
に
記
入
の

上
、郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
む
。

※
申
請
書
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w
w
.p
r
e
f.g

ifu
.

lg
.jp
/

）
か
ら
入
手
で
き
ま
す

　
　
　
　

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ

イ
ン
ド
岐
阜
本
校
〒
５
０
０
―

８
８
４
７
岐
阜
市
金
宝
町
１
―
１

Ｕ
Ｔ
ビ
ル
４
階
志
０
５
８
―
２
６

５
―
２
７
７
１
、
思
０
５
８
―
２

６
５
―
２
７
７
２
、
死k

k
-g

ifu
@

lec-jp
.com

□
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の

木
地
内
（
武
並
町
藤
）

□
分
譲
区
画
数　

３７
区
画

□
区
画
面
積　

２
０
６
平
方
㍍
―

２
７
２
平
方
㍍

□
区
画
分
譲
価
格　

３
８
６
万
円

―
５
１
２
万
円

※
詳
細
は
住
宅
供
給
公
社
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（h

ttp
://ju

k
o
.g
ifu
-d
jr.

o
r.jp

/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
　

県
住
宅
供
給
公
社
管
理
第
１

課
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
５

１□
と
き　

７
月
１７
日
㈰
午
前
１１
時

―
午
後
３
時

子ども手当
６月の現況届はありません

□
と
こ
ろ　

美
・
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

恵
那
（
大
井
町
）　

□
内
容　

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
方
式
で
食

事
を
し
な
が
ら
の
交
流
会

□
対
象　

お
お
む
ね
４０
歳
代
ま
で

の
独
身
男
女
。
婚
暦
は
問
い
ま
せ

ん
。（
男
性
は
市
内
在
住
者
で
、

登
録
が
必
要
で
す
）

□
定
員　

男
女
各
２０
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
料
金　

▽
男
性
＝
５
０
０
０

円
、
▽
女
性
＝
３
０
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②
氏

名
③
性
別
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥

職
業
⑦
趣
味
―
を
記
入
の
上
、
直

接
持
参
す
る
か
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
締
め
切
り　

６
月
３０
日
㈭
（
必

着
）

　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２
（
住

所
不
要
）
ふ
る
さ
と
活
力
推
進

室
（
内
線
３
８
１
）、
思
２
５
―

６
１
５
０
、
死k

ik
ak

u
@

city
.en

a.lg
.jp

　

　
　

恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所

運
営
協
議
会
（
林
）
志
０
８
０
―

２
６
１
８
―
５
５
０
６

　

開
放
講
座
「
水
と
街
道
」
で
は
、

地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
を
目
指
し

て
、
東
濃
地
方
、
木
曽
南
部
地
方

を
中
心
に
、
個
人
で
は
な
か
な
か

行
く
こ
と
の
で
き
な
い
砂
防
堰え

ん

堤て
い

や
道
路
の
現
場
を
訪
れ
ま
す
。

□
開
講
日　

９
月
―
平
成
２４
年
１

月
の
毎
月
第
２
木
曜
日（
全
５
回
）

□
内
容　

会
員
制
に
よ
る
講
義
・

見
学
会
を
行
い
ま
す
。

□
対
象　

１８
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
全
て
の
講
座
に
参
加
可
能
な

方□
定
員　

２０
人
程
度

□
料
金　

３
０
０
円（
全
５
回
分
・

保
険
料
）

□
応
募
方
法　

①
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
電
話

番
号
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
参
加
希
望

の
動
機
―
を
記
入
の
上
、
は
が
き

か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
提
出
先　

〒
５
０
７
―
０
０
２

３
多
治
見
市
小
田
町
４
―
８
―
６

国
土
交
通
省 

多
治
見
砂
防
国
道

事
務
所　

開
放
講
座「
水
と
街
道
」

事
務
局
思
０
５
７
２
―
２
５
―

７
９
９
４
、
死s8

5
3
0
3
0
@

cb
r.

m
lit.g

o.jp

□
締
め
切
り　

７
月
２０
日
㈬
（
必

着
）

　
　

国
土
交
通
省 

多
治
見
砂
防

国
道
事
務
所
総
務
課
（
中
田
）
志

０
５
７
２
―
２
５
―
８
０
２
０

　

市
長
と
議
長
ら
は
、
５
月
７
日

か
ら
１０
日
の
４
日
間
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
一
部
、

約
５
千
万
円
を
岩
手
県
や
宮
城

県
、福
島
県
に
直
接
届
け
ま
し
た
。

　

ま
た
当
市
も
所
属
す
る
古
里
の

先
人
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
嚶お

う

鳴め
い

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
岩
手
県
釜
石
市
へ
も
訪
れ
、

被
災
地
の
取
り
組
み
や
被
災
状
況

を
直
接
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
地
震
の
被
害
以

上
に
津
波
の
被
害
が
あ
り
、
現
地

　

こ
の
事
業
は
、
水
力
発
電
施
設

や
原
子
力
発
電
な
ど
の
施
設
の
周

辺
地
域
に
対
し
、
公
共
施
設
の
整

備
や
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に

交
付
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
次

の
事
業
に
交
付
金
約
４
億
９
百
万

円
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

水
力
発
電
施
設
の
交
付
金
で

は
、
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
な
ど
に
活

用
。
原
子
力
発
電
な
ど
の
施
設
の

交
付
金
で
は
、
大
井
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
や
消
防
署
、
保
育

園
の
運
営
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

　本年度の子ども手当は、４月から９月までは

引き続き月額１３，０００円を支給します。

 また今回に限り６月の現況届の手続きが不要

となりました。ことしの現況届の手続きは、新

たな制度の制定が見込まれる１０月ごろを予定

しています。

□対象児童　０歳から中学校卒業までの子ども

□支給額　子ども一人につき月額１３，０００円

□支給月　６月（２月～５月の４カ月分）、１０

月（６月～９月の４カ月分）

□その他　次の方は、現況届に関係なく手続き

が必要です。

・出生などで新たに養育する子どもができた方

・すでに子ども手当を受給しているが、出生な

どでさらに養育する子どもが増えた方

・子ども手当を他の市町村で、すでに受給して

いて市内へ転入した方

　　子育て支援課（内線２２６）

の
様
子
は
衝
撃
的
な
も
の
で
し

た
。さ
ら
に
災
害
対
策
本
部
で
は
、

被
災
者
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
難

し
さ
を
肌
に
感
じ
ま
し
た
。

　

市
長
自
ら
行
っ
た
今
回
の
訪
問

で
、
被
災
状
況
を
直
接
確
認
し
、

実
感
し
た
こ
と
を
今
後
の
市
の
防

災
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
以
上
の
地

震
が
、
３０
年
以
内
に
８７
㌫
の
確
立

で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
東

海
地
震
。
市
で
は
、こ
れ
に
備
え
、

防
災
の
在
り
方
や
避
難
の
方
法
な

ど
を
早
期
に
見
直
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

被
災
地
へ
は
、
ま
だ
ま
だ
息
の

長
い
支
援
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
温
か
い
支
援
を
引
き
続
き

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

防
災
情
報
課（
内
線
３
１
６
）

紹
介

募
集

事 業 名 総事業費 交付金額

高規格救急自動車購入事業 ２,８９８万０千円 ２，３５０万０千円

小型動力ポンプ軽積載車購入事業 ３７２万７千円 ２４０万０千円

スクールバス購入事業（恵那西中学校区） ２,１００万０千円 １，６００万０千円

ＣＤ-１型消防ポンプ自動車購入事業（２台） １,５９６万０千円 １，４００万０千円

小型動力ポンプ積載車購入事業 ５９５万３千円 ４５０万０千円

小型動力ポンプ付軽積載車購入事業 １,０９２万０千円 ８５０万０千円

小型動力ポンプ購入事業 １６０万６千円 １４０万０千円

防火水槽設置事業（２基） ９２０万８千円 ８００万０千円

大井小学校グラウンド等整備事業 １,７８８万４千円 １，１００万０千円

消防署運営事業 １億８,９４６万４千円 １億８,００５万５千円

岩村診療所運営事業 ３,３９２万８千円 ２，０００万０千円

保育園運営事業 １億３,２６１万６千円 １億２,０００万０千円

合　計 ４億７,１２４万６千円 ４億０,９３５万５千円

平成２２年に実施した電源立地地域対策交付金事業の一覧

▲サニーハイツ花の木の街並み

問

▲

１
、
辺
り
一
面
が
が
れ
き
と
な
っ
て
い
る
（
陸
前
高
田
市
に

て
）
２
、福
島
県
へ
市
長
が
義
援
金
を
手
渡
す（
福
島
県
庁
に
て
）

３
、陸
地
へ
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
型
漁
船
（
気
仙
沼
市
に
て
）
４
、

市
長
が
被
害
の
状
況
を
見
て
回
っ
た
（
陸
前
高
田
市
に
て
）

問

9 82011.6.1 広報えな

皆
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
の

一
部
を
届
け
て
き
ま
し
た

消
費
生
活
相
談
員
を
目
指

す
講
座
の
受
講
生

１２
事
業
に
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
を
活
用

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木
の

分
譲
宅
地

開
放
講
座
「
水
と
街
道
」

第
１３
期
の
会
員

ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者

申

問

問

申
・
問

問

問

１

２

３ ４



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　

市
茶
道
連
盟
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
茶

室
で
抹
茶
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
資
料
館
は
、
江
戸
か
ら
明

治
に
か
け
て
大
井
宿
で
栄
え
た
商

家
で
、
大
井
村
の
庄
屋
も
務
め
た

旧
家
を
改
修
し
た
も
の
。
豪
壮
な

町ま
ち

屋や

建け
ん

築ち
く

の
母
屋
と
趣
の
あ
る
茶

室
や
庭
な
ど
が
往
時
の
雰
囲
気
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月
２５
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他　

入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
付
金

や
自
治
体
を
通
じ
た
被
災
者
へ
の

義
援
金
は
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
と

し
て
住
民
税
や
所
得
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
な
ど
へ
の
義
援
金
も
ふ
る
さ

と
寄
付
金
と
し
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
省
東
日
本
震
災

関
連
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:

//w
w

w
.sou

m
u
.g

o.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

税
務
課
（
内
線
５
０
２
）、

中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３
―

６
６
―
１
２
０
２

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
は
、
所
得
税
の
軽
減
や
免
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
税
務
署
で
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
の
還
付

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
源
泉
所
得
税
の
徴

収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と
な
っ
た

自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の
還
付

な
ど
の
特
例
も
あ
り
ま
す
。

　

地
方
税
で
は
、
住
民
税
や
固
定

資
産
税
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど
に
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp
://w

w
w

.n
ta.g

o.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
管
轄　

▽
所
得
税
・
自
動
車
重

量
税
＝
近
く
の
税
務
署　

▽
自
動

車
税
＝
県
税
事
務
所　

▽
住
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

＝
市
役
所
税
務
課

　
　

税
務
課
（
内
線
５
０
２
）、

中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３
―

６
６
―
１
２
０
２

　

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
申

告
・
納
付
期
限
は
、
７
月
１１
日
㈪

ま
で
で
す
。

　

岐
阜
労
働
局
と
労
働
基
準
監
督

署
で
は
、
６
月
か
ら
申
告
書
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
限

直
前
は
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
早
め

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

　平成２４年４月１日採用予定の

市職員を次のように募集します。

【募集職種】

□一般事務　６人程度（大学卒）、

３人程度（高校卒）

□土木技術　１人程度（大学卒）

□身体障がい者　１人程度

□保健師　１人程度

□保育士・幼稚園教諭　２人程度

□消防　１人程度

□看護師　２人程度

【試験期日】

（一般事務・大学卒、土木技術、

身体障がい者、保健師、保育士・

幼稚園教諭、消防）

□１次試験　 ▽ とき＝７月２４日

㈰　 ▽ところ＝市立恵那東中学校

□第２次試験　 ▽とき＝８月下旬

（１次試験合格者に通知）

（一般事務・高校卒）

□１次試験　 ▽ とき＝９月１８日

㈰　 ▽ところ＝市防災センター

□第２次試験　 ▽ とき＝１０月中

旬（１次試験合格者に通知）

（看護師）

□１次試験　申し込み者に通知

【申し込みと受け付け】

□締め切り　６月２４日㈮までの

平日午前８時半～午後５時１５分

（郵送は６月２０日㈪消印有効）

□申し込み方法　市役所備え付け

の「職員採用試験申込書」に①住

民票②卒業（見込み）証明書③成

績証明書④資格・免許証の写し⑤

写真⑥エントリーシート―を添え

て申し込む。

※　卒業（見込み）証明書や成績

証明書が申し込み時に提出できな

い場合は，１次試験受験日までに

提出してください。　

　郵送で請求する場合は、封筒の

表に「職員採用試験申込書請求」

と朱書きし、１２０円切手を貼った

返信用封筒（定型外角２封筒）を

同封してください。　

　「試験案内」・「職員採用試験申

込書」は市のウェブサイト（http://

www.city.ena.gifu.jp/）からダウン

ロードできます。

　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）

総務課職員係（内線３０４）

市の職員を募集します　締め切りは６月２４日晶まで

□
と
き　

６
月
１０
日
㈮
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所

□
講
師　

水
野
宏
昭
氏
（
社
会
保

険
労
務
士
）

□
内
容　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
の
概
要
と
申
請
の
ポ
イ

ン
ト
を
講
義
し
ま
す
。

□
料
金　

無
料

　
　

 

恵
那
商
工
会
議
所
指
導
課

（
西
尾
）
志
２
６
―
１
２
１
１

　

複
数
の
借
金
の
支
払
い
に
困
っ

て
い
る
方
や
複
数
の
借
金
を
抱
え

そ
う
だ
、
と
い
う
方
は
、
悩
む
前

に
相
談
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月
１１
日
㈯
午
後
１
時

―
４
時

□
と
こ
ろ　

県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
内
）

□
料
金　

無
料

□
相
談
員　

弁
護
士
、
司
法
書
士

【
面
接
相
談
】

□
受
け
付
け　

６
月
１０
日
㈮
午
前

８
時
半
―
午
後
５
時
１５
分
ま
で

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

□
申
し
込
み
方
法　

県
環
境
政
策

課
へ
直
接
か
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
一
人
３０
分
で
す
。
予

約
は
６
月
分
に
限
り
ま
す

【
電
話
相
談
】

□
受
け
付
け　

当
日
の
時
間
内
に

直
接
、
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

に
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

県
環
境
生
活
政
策
課
志
０
５

８
―
２
７
２
―
８
２
０
４　

　
　
　
　

県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０

０
３

　

相
続
財
産
の
配
分
の
仕
方
や
そ

れ
に
掛
か
る
相
続
税
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月
１７
日
㈮
午
後
６
時

―
７
時
２０
分

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
中
津
川

研
修
室
Ｃ
（
中
津
川
市
）

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
）

□
講
師　

税
理
士

□
料
金　

無
料

　
　
　
　

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
志
０
５
７
３
―
６
５
―

０
９
８
８

　

市
内
８
中
学
校
の
代
表
生
徒

が
、
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意

見
、
未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど

の
４
テ
ー
マ
と
、
新
た
に
「
ふ
る

さ
と
の
先
人
に
学
ん
だ
こ
と
」
を

加
え
た
５
つ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら

熱
い
思
い
を
発
表
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
少
年
少
女
合
唱
団

の
発
表
も
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月
１８
日
㈯
午
後
２
時

―
４
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
料
金　

無
料

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
１
）

　農業者戸別所得補償制度は、農業経営の安定と国内生産力の確保

を目的に、対象作物を生産し、販売など行う農業者への助成金です。

国への最終提出期限は６月３０日㈭です。まだ申請していない農家の

方は、早めに申し込みください。

【農業者戸別所得補償制度】

１．米の所得補償交付金　米の生産数量目標に従って生産し、販売

する農業者へ、主食用米の作付面積から１０㌃を差し引いた面積に、

１０㌃当たり１５,０００円が支払われます。

２．水田活用の所得補償交付金　水田で麦や大豆、米粉用米、飼料

用米などを生産し、販売など行う農業者へ、作物や面積に応じて交

付金が支払われます。

３．畑作物の所得補償交付金　水田や畑などで麦や大豆、ソバ、ナ

タネを生産し、販売する農業者へ、その販売数量と等級、品種に応

じて交付金が支払われます。

　詳しくは下記まで問い合わせください。

　　東海農政局岐阜農政事務所錆０１２０-３８‐３７８６（祝祭日を除く月

曜日から金曜日の午前９時～午後５時）、恵那地域水田農業推進協

議会（農業振興課内）（内線５４３）、ＪＡ恵那アグリセンター志２６-

２９８２、ＪＡ恵南アグリセンター志５６-２１７１

農業者戸別所得補償制度の交付申請を忘れずに
ネ
ッ
ト
で
電
子
政
府
の
総
合
窓

口
「
イ
ー
ガ
ブ
（h

ttp
://w

w
w

.

e-g
ov

.g
o.jp

/

）」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
志
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
１

５
　

恵
那
西
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
が
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月
２５
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
内
容　

Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
の
演

奏□
料
金　

無
料

　
　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
志
２
５

―
５
１
２
１

▲ひし屋資料館で抹茶を楽しむ

案
内

案
内

▲代表生徒が熱い思いを発表

問

申・問

11 102011.6.1 広報えな

中
小
企
業
の
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー

弁
護
士
な
ど
に
よ
る
多
重

債
務
の
法
律
相
談

第
７
回
少
年
の
主
張
大
会

で
熱
い
思
い
を
発
表

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
を

無
料
体
験

賢
い
相
続
税
の
基
礎
知
識

恵
那
西
中
学
生
に
よ
る
夕

涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

申
告
は
お
早
め
に

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
に
税
の
特
例

あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
寄
付

金
が
被
災
地
の
支
援
に

申
・
問

問

申
・
問

問 問

問

問

申

問

問



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
取
引

や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
の
定

期
検
査
が
左
の
表
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

店
舗
な
ど
で
は
か
り
を
使
っ
て

い
る
方
は
、受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

□
持
ち
物　

は
か
り
（
付
属
品
を

含
む
）

□
料
金　

は
か
り
の
種
類
に
よ
っ

て
料
金
が
違
い
ま
す
。
県
収
入
証

紙
で
、
支
払
い
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

県
計
量
検
定
所
志
０
５
８
―

２
５
４
―
８
１
８
９

　

大
正
時
代
に
創
業
や
設
立
し
た

企
業
の
製
品
と
歴
史
を
展
示
し
た

企
業
展
で
す
。

□
内
容
・
日
に
ち　

▽
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
＝
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
創

業
者
松
下
幸
之
助
」・
６
月
２８
日

㈫
ま
で　

▽
江
崎
グ
リ
コ
＝
「
創

業
者
江
崎
利
一
が
思
い
を
込
め
た

お
も
ち
ゃ
展
」・
７
月
１
日
㈮
―

８
月
２９
日
㈪　

▽
ホ
ー
ユ
ー
＝

「
ホ
ー
ユ
ー
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
と
歴

史
展
」・
９
月
３
日
㈯
―
１０
月
２５

日
㈫

□
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

　
　

観
光
交
流
室
（
内
線
５
３
０
）

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
一
人

一
人
が
慌
て
ず
に
適
切
な
行
動
を

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
が
地
震
に
関
心

を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落

ち
つ
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
次
の
地
震
へ
の
心
構
え

を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

・
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を
守

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
で
は
、
普
段
か
ら
家
具

な
ど
の
倒
れ
や
す
い
も
の
は
固
定

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
慌
て
て
屋
外
に
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
外
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀

な
ど
の
倒
れ
や
す
い
も
の
の
そ
ば

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
で
災
害
を

想
定
し
て
避
難
方
法
や
避
難
場

所
、
連
絡
方
法
な
ど
を
話
し
、
自

分
た
ち
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　

恵
那
消
防
署
志
２
６
―
０
１

１
９

　目まぐるしい日常生活の中で、家族や周りの人が思い

出話に耳を傾ける機会が少なくなっているのではないで

しょうか。かつての自分の体験や思い出を川柳で表現し

てみませんか。

　これまでの人生での出来事や出会った人、懐かしい遊

びや学び、情景、食べ物、歌、音などさまざまな思い出

を詠んだ作品をお待ちしています。

□テーマ　「五七五で聞かせてください あなたの想
おも

い

出」

□対象　市内在住か在勤の方

□応募方法　所定の応募用紙に①作品②住所③氏名④電

話番号⑤年齢⑥職業⑦性別―を記入の上、応募ください。

郵送やファクス、電子メールでも受け付けます。応募用

紙は市役所ロビーや各振興事務所などにあります。また

６月上旬に新聞折り込みでも配布します。

□募集期間　６月１０日㈮～７月２０日㈬（必着）

□審査　選考会を開催し、優秀賞と入賞を選びます。最

優秀賞は、選ばれた優秀賞の中から８月２８日㈰に行わ

れる認知症予防シンポジウムで、来場者の投票で決定し

ます。

□表彰　 ▽最優秀賞＝１点　 ▽優秀賞＝９点　 ▽入賞＝

１０点

□その他　１人につき２作品までの応募となります。詳

しくは応募用紙を確認ください。

　　　　地域包括支援センター（内線１２６）、思２５-７２

９４、死 ena-kaigo@city.ena.gifu.jp

いきいき人生川柳を募集　～五七五で聞かせてください、あなたの想い出～

　　

市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ナ
ロ
グ
変
換
を
６
月

１５
日
㈬
か
ら
平
成
２７
年
３
月
ま
で

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
の
ま
ま
視
聴
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
放
送
は
通
常
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
利
用
で
き
た
Ｇ

ガ
イ
ド
や
Ｅ
Ｐ
Ｇ
な
ど
電
子
番
組

表
が
利
用
で
き
ず
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ブ

ル
ー
レ
イ
な
ど
に
録
画
が
で
き
な

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

　

市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
６

月
３０
日
㈭
ま
で
に
加
入
す
る
と
、

初
期
登
録
費
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
Ｉ
Ｐ
で
ん
わ
の
初
期
費
用
が

無
料
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
地

デ
ジ
対
策
を
応
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
気
軽
に
、
近
く
の
電
器

店
や
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
な

ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
　

㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
錆
０
１

２
０
―
９
２
７
―
５
２
８
、
志

２
０
―
３
２
５
２

企画展「冨士三十六景」
　　       6 /１６㈭～７/１８㈪

　世界的な巨匠ゴッホが描いた

「タンギー爺さん」の背景に描か

れている作品としても著名な本

図。アシ越しに筏
いかだ

師
し

の後姿を大

きく描き、背景に富士山と大
おお

山
やま

を描いています。モチーフ越し

に対象を描く技法は広重晩年期

の作画上における特徴です。

６月５日掌、７月３日掌は、市民の日（市民に限り観覧料が無料

です。当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　

６
月
に
入
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
ま
で
、２
カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

自
宅
の
地
デ
ジ
対
策
は
終
わ
り
ま
し
た
か
。
地
デ
ジ
対
策
を
し
て
い
な
い
と
７
月
２４

日
以
降
、
全
て
の
テ
レ
ビ
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
３
６
）

問

も
う
一
度
、
確
認
を

あ
と
54
日
で
地
デ
ジ
へ
移
行

案
内

と　き 時　間 ところ

６月２０日㈪ 正午～午後３時 ＪＡひがしみの鶴岡支店

６月２１日㈫ 午前９時～午後３時 ＪＡひがしみの遠山支店

６月２２日㈬ 午前９時～午後２時 ＪＡひがしみの岩村支店

６月２３日㈭ 午前９時～正午 ＪＡひがしみの上村支店

６月２４日㈮ 午前９時～午後２時 明智文化センター

６月２７日㈪ 午後１時～３時 ＪＡひがしみの恵那北部支店

６月２８日㈫ 午前９時～正午 ＪＡひがしみの恵那西支店

６月２９日㈬ 午前９時～午後３時 中コミセン

問問

▲昨年最優秀賞に輝いた纐纈さん（飯地町）

問

※Ｇガイド、ＥＰＧ＝テレビ画面に番組表を表示
する機能

申・問※

　　自分の家のテレビが地デジ化できているかわからない。

歌川広重《冨士三十六景》

「さがみ川」大判錦絵

　　テレビで画面の白い「アナログ」の文字が出ている場合は、次の２点
を確認しましょう。２点とも完了していれば、地デジ対策は完了しています。
１・地デジ電波の受信
　地デジの電波を受ける受信環境を整えていますか。地デジ電波を受ける
には、自宅にＵＨＦのアンテナを立てるか、ケーブルテレビへ加入します。
２・自宅のテレビ
　地上デジタル対応のテレビですか。地上デジタル対応のテレビを購入す
るか、アナログテレビに地デジチューナーの取り付けが必要です。

　　アンテナ受信とケーブルテレビ受信には、それぞれ次のような特徴と
違いがあります。
１・費用　アンテナ受信は、毎月のアンテナの利用料金は掛かりません。
一方、ケーブルテレビは、毎月の利用料金が必要です。
２・メンテナンス　アンテナは、壊れた場合は、全て自身での修理が必要
です。ケーブルテレビの故障は、専門業者がメンテナンスを行っています。
３・見られる番組　ケーブルテレビは、アンテナ受信で見られる番組に加
えて、市の情報を届けする「えなっコチャンネル」などが視聴いただけます。

皆さんから寄せられる地デジ対策の質問

　　アンテナで受信するには新しくアンテナを買わないといけない？

　　いいえ。各家庭の受信環境によるので一概に買う必要はありません。
同じ市内でも地デジの受信環境はさまざまです。電波環境が良好な場合は、
アンテナを新しく買わなくても、地デジを受信できる場合もあります。

　　アンテナで地デジが受信できなかった場合はどうしたら良い？

　　ケーブルテレビ局やお近くの電器屋さんに相談してください。解決で
きない場合は、ケーブルテレビに加入してください。

　　受信はアンテナかケーブルテレビかどちらが良い？その違いは？

13 122011.6.1 広報えな

は
か
り
の
定
期
検
査
を
行

い
ま
す

「
大
正
に
関
す
る
企
業
展
」

を
開
催

正
し
い
地
震
の
心
構
え
を

身
に
付
け
よ
う

問

問

答

問

答

問
答

問

答



2011.6.115 広報えな 14

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎

塾
で
は
、
郷
土
の
先
人
を
顕
彰

し
な
が
ら
、
業
績
や
今
に
生
き

る
教
え
な
ど
を
、「
人
づ
く
り
、

心
そ
だ
て
は
ま
ち
づ
く
り
」
に

生
か
す
こ
と
を
基
本
的
な
考
え

と
し
、
年
数
回
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
島
崎
藤
村
と
音
楽

の
話
と
歌
で
す
。
小
説
家
と
し

て
の
藤
村
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
一
面
を
歌
と
共
に
紹
介

し
ま
す
。

□
と
き　

６
月
２５
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

い
わ
む
ら
コ
ミ
セ

ン□
演
題　

島
崎
藤
村
と
音
楽

□
講
師　

田
中
吉
徳
氏
（
み
ん

な
で
歌
お
う
懐
か
し
き
日
本
の

歌
を
歌
う
会
主
宰
）

□
料
金　

２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　

い
わ
む
ら
一
斎
塾（
堀
井
）

志
４
３
―
２
０
２
５

　
□
と
き　

６
月
２６
日
㈰
午
前
９

時
半
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

▽
会
員
＝
無
料　

▽

非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
対
象　

小
学
５
年
生
以
上
。

小
学
４
年
生
以
下
は
親
子
同
伴

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、タ
オ
ル
、持
ち
帰
り
用
タ
ッ

パ
ー
か
袋

□
定
員　

１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
志

２
５
―
０
０
６
８

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

７
月
５
日
㈫
、
１４
日

㈭
、
２１
日
㈭
、
２６
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

【
う
ち
わ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ

て
み
よ
う
講
座
】

□
と
き
　
７
月
７
日
、
１４
日
、

２１
日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時

□
内
容　

ワ
ー
ド
２
０
０
２
を

使
い
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
挿

入
し
て
、
和
紙
に
印
刷
し
て
う

ち
わ
を
作
っ
た
り
、
ア
イ
ロ
ン

を
使
っ
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン

ト
し
た
り
し
ま
す
。

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
材
料

代
含
む
）

※
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ

を
８
４
０
円
で
購
入
い
た
だ
く

か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

□
申
し
込
み
期
間　

６
月
１０
日

㈮
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

６
月
２７
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
の

で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分

か
ら
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

蛍
の
育
つ
環
境
で
あ
る
こ
と

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
家
族

や
愛
好
者
と
の
交
流
を
深
め
る

蛍
鑑
賞
の
夕
べ
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

６
月
１８
日
㈯
午
後
７

時
（
小
雨
決
行
）

□
と
こ
ろ　

宗
久
寺
駐
車
場

（
定
蓮
寺
川
）

　
　

東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

　

蛍
が
生
息
で
き
る
地
域
を
目

指
し
、
飯
羽
間
ホ
タ
ル
舞
の
郷

構
想
実
行
委
員
会
が
ホ
タ
ル
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

中
国
琵
琶
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

や
白
玉
を
蛍
に
見
立
て
た
無
料

の「
ホ
タ
ル
ぜ
ん
ざ
い
」の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。
蛍
の

光
と
竹
灯
籠
が
癒
や
し
の
光
競

演
を
醸
し
ま
す
。

□
と
き　

６
月
１８
日
㈯
午
後
６

時□
と
こ
ろ　

飯
羽
間
浄
化
セ
ン

タ
ー
前
広
場

　
　

城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら

事
務
局
志
４
３
―
４
６
２
２

（
月
曜
休
）

　　

市
民
三
学
東
野
委
員
会
で

は
、
東
野
塾
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
年
２
月

に
開
催
し
た
も
の
に
続
く
内
容

で
、
講
師
も
同
じ
で
す
。

□
と
き　

６
月
２５
日
㈯
午
後
１

時
半

□
と
こ
ろ　

東
野
コ
ミ
セ
ン

□
講
師　

小
板
清
治
氏

□
演
題　

（
続
）「
東
野
の
歴
史

に
学
ぶ
」

□
料
金　

無
料

　
　

東
野
振
興
事
務
所
志
２
６

―
２
２
４
４

　

恵
南
商
工
会
青
年
部
で
は
、

年
２
回
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、
街
の
美
化
活

動
を
共
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
緒
に
良
い
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

６
月
１２
日
㈰
午
前
９

時
集
合（
活
動
は
２
時
間
程
度
、

早
退
可
、
少
雨
決
行
） 

□
と
こ
ろ　

小
沢
峡
（
岩
村
カ

ン
ト
リ
ー
入
り
口
前
の
地
域
物

産
所
が
あ
る
広
場
） 

□
作
業
内
容　

ご
み
拾
い 

□
持
ち
物　

軍
手
（
お
茶
は
用

意
し
ま
す
）

□
そ
の
他　

作
業
終
了
後
に
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す 

。
事

前
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

恵
南
商
工
会
山
岡
支

所
志
５
６
―
２
７
１
５

　　

大
正
浪
漫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
て
、
日
野
原
重
明
氏
の
講
演

が
あ
る
と
の
チ
ラ
シ
を
見
ま
し

た
。
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
会
場
を
見
る
と
名
古
屋

で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
名
古
屋

ま
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
。

　

ど
う
し
て
市
の
大
正
浪
漫
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
名
古
屋
で
開
か
れ
る

の
で
す
か
。
市
民
軽
視
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
こ
の
事
業

は
「
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て

い
ま
す
」
と
小
さ
な
字
で
書
い
て

あ
り
ま
す
。
市
民
な
ら
誰
で
も
聞

い
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

な
ぜ
市
内
で
行
わ
な
い
の
で
す

か
。

（
匿
名
・
上
矢
作
町
）

　

日
野
原
重
明
氏
（
医
学

博
士
）
の
講
演
会
は
、
大

正
百
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
１９
年
か
ら
全

国
に
先
駆
け
て
、
大
正
百
年
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

講
演
会
は
、
県
外
を
含
め
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
々
に
大
正
百
年
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
名
古
屋
で
開
催

す
る
も
の
で
す
。
ご
意
見
の
と
お

り
、
会
場
ま
で
は
遠
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
理
由
に
よ
り
名
古
屋

で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
は
、
平
成
１９
年
９
月

に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
安
田
姉

妹
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
平
成
２０
年

１１
月
に
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
で
日

本
三
村
サ
ミ
ッ
ト
を
、
平
成
２１
年

１１
月
に
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
で
明

治
学
院
大
学
教
授
の
原
武
氏
に
よ

る
「
大
正
百
年
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

の
基
調
講
演
な
ど
の
事
業
を
、
地

元
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
大
正
元
年
か
ら
数
え

て
百
年
目
で
す
。こ
れ
を
記
念
し
、

６
月
５
日
㈰
の
大
正
浪
漫
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ｉｎ
名
古
屋
大
会
「
日
野
原

重
明
氏
講
演
会
」
や
８
月
１４
日
㈰

の
大
正
百
年
記
念
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
（
会
場
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
）」、
１１
月
２０
日
㈰
の
「
大
正

百
年
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
ｉｎ
大
正

村（
会
場
、明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
）」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
当

市
と
日
本
大
正
村
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。（

観
光
交
流
室
）

　

市
立
病
院
、
診
療
所
で
は
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
新
薬
の
特
許

期
間
の
切
れ
た
後
に
、
他
社
が

製
造
す
る
新
薬
と
同
一
成
分
の

薬
）
は
使
っ
て
い
ま
す
か
。
上
矢

作
病
院
で
話
し
た
と
こ
ろ
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
扱
っ
て
い
な

い
」
と
の
こ
と
。
な
ぜ
医
療
費
が

増
大
す
る
時
に
扱
わ
な
い
の
か
理

解
に
苦
し
み
ま
す
。
扱
う
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。

　

（
服
部
さ
ん
・
山
岡
町
）

　

今
回
、
上
矢
作
病
院
で

の
説
明
不
足
に
よ
り
、
疑

問
を
抱
か
れ
た
こ
と
に
対
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

　

上
矢
作
病
院
で
は
、
現
在
５７
点

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
価
格
が
安
い
な
ど
の
利
点

も
あ
り
ま
す
が
、
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
薬
効
の
実
証
が

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
従
来
の

医
薬
品
と
比
べ
形
や
大
き
さ
が
異

な
り
飲
み
に
く
い
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
処
方
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
上
矢
作
病
院
の
よ
う
に
、

市
内
の
公
立
医
療
機
関
で
も
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
は
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
医
薬
品
の
種
類
に

よ
っ
て
は
処
方
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
病
院
管
理
課
）

問

▲平成２０年に行われた中村玉緒さんらが
出演した日本三村サミット

葛
日
野
原
重
明
氏
の
講
演
会
の
案
内

申問　：問い合わせ　　：申し込み

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

な
ぜ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

名
古
屋
で
行
う
の

▲昨年行われた清掃活動

７
月
期
講
座
を
開
催

申
・
問

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
使
っ
て
い
る
の
か

東
野
ほ
た
る
祭
り
を
開

催飯
羽
間
ホ
タ
ル
ま
つ
り

を
開
催

問
東
野
塾
の
講
演
会
を
開

催
申
・
問

清
掃
活
動
へ
参
加
を

島
崎
藤
村
の
公
開
講
座

を
開
催

問

問
お
菓
子
教
室
「
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
・
ク
ッ
キ
ー
」

申
・
問
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　４月２４日、明智町の明知城跡の本丸や出丸の一帯で、

あけちまちづくりフォーラムの主催により、森林整備の

ボランティア作業が行われ、約３０人が参加。参加者たち

は、熱心に木の枝を運んだり整理したりしました。

　中野方町の笠置神社で５月３日、伝統の春祭りが開催

されました。市指定無形民俗文化財「めれた囃
ばや

子
し

」に合

わせた「きね振り踊り」、児童や女性による神
み

輿
こし

が道を

練り歩き、帰省などで訪れた見物客を楽しませました。

　恵那スケート場の夏季オープニングイベントとして４

月２４日、インラインスケートの滑走料が無料の他、イン

ラインスケート教室やフットサル大会を開催。この日は

約４５０人が訪れ、スポーツに汗を流しました。

　市内を舞台に撮影された映画「ふるさとがえり」の上

映会が４月２９日、恵那文化センターを皮切りに始まりま

した。初日のこの日は、林監督や主演の俳優渋江譲二さ

んらの舞台あいさつがあり、会場を沸かせました。

　

５
月
３
日
、「
第
３９
回
光
秀
ま
つ
り
」と「
第
２４
回
ち
ょ
っ

と
お
ん
さ
い
祭
」
が
明
智
町
の
市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
祭
り
の
呼
び
物
は
、
明
智
光
秀
の
武
者
行
列
。
火
縄

銃
を
持
っ
た
鉄
砲
隊
を
先
頭
に
、馬
に
乗
っ
た
明
智
光
秀
・

明
智
光
春
・
斉さ

い
と
う
　

藤
内
蔵

く
ら
の
す
け助

と
続
き
、
重
臣
や
少
女
武
者
な

ど
に
扮ふ

ん

し
た
地
元
の
明
智
小
と
吉
田
小
の
児
童
５３
人
も
行

列
に
加
わ
り
ま
し
た
。
最
後
の
山
車
に
は
、
日
本
大
正
村

村
長
の
司
葉
子
さ
ん
が
乗
車
し
、
総
勢
約
１
２
０
人
の
華

や
か
な
大
行
列
が
大
正
村
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

汗を流したスケート場オープンイベント

映画「ふるさとがえり」の上映が始まった

明知城跡で森林整備のボランティア作業

見物客を楽しませた中野方の春祭り 勇
壮
な
武
者
行
列
が
大
正
村
を
練
り
歩
く

長島町

石田 玲
れ

那
な

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
れ
な

が
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

嬉う
れ

し
い
よ
♡
あ
り
が
と
う

幸
博
さ
ん
・
眞
佐
江
さ
ん

　７月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、６月１５日㈬までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

６月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

長島町

雲野 しずくちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
元
気

に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
。

純
さ
ん
・
美
由
貴
さ
ん

長島町

牧野 祥
しょう

茉
ま

くん

１
歳
お
め
で
と
う
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

幸
太
さ
ん
・
洋
美
さ
ん

大井町

小木曽 柚
ゆ ず

羽
は

ちゃん

み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
♡
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！
毎
日

笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡

有
祐
さ
ん
・
唯
さ
ん

長島町

永谷 駿
しゅん

成
せ い

くん

☆
祝
１
歳
☆
笑
顔
い
っ
ぱ

い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
。
幸

せ
い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う

俊
和
さ
ん
・
雅
美
さ
ん

武並町

大野 凛
り

翔
と

くん

祝
１
歳
☆
い
つ
も
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
！
パ
パ
・
マ

マ
の
元
気
の
源
だ
よ
♡

勝
也
さ
ん
・
浩
子
さ
ん

大井町

武生 美
み

和
わ

ちゃん

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
み
ー
ち
ゃ
ん
が
大
好

き
だ
よ
！充

さ
ん
・
雅
美
さ
ん

長島町

曽我 優
ゆ う

斗
と

くん

☆
祝
１
歳
☆
い
つ
も
笑
顔

と
元
気
を
あ
り
が
と
う
！

優
く
ん
大
好
き
だ
よ
♡
♡

光
明
さ
ん
・
知
美
さ
ん

大井町

夏目 元
もと

親
ちか

くん

お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
ね
。茂

治
さ
ん
・
貴
子
さ
ん

大井町

吉村 コスモくん

１
歳
お
め
で
と
う
！
い
つ

も
笑
顔
あ
り
が
と
う
。
元

気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

和
也
さ
ん
・
映
子
さ
ん

笠置町

林 仁
に

衣
い

菜
な

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
！
み
ん

な
に
愛
さ
れ
る
女
の
子
に

な
っ
て
ね
。
大
好
き
♡

秀
和
さ
ん
・
亜
里
佐
さ
ん

岩村町

鈴木 優
ゆう

吾
ご

くん

優
吾
く
ん
１
歳
お
め
で
と

う
！
お
兄
ち
ゃ
ん
と
元
気

に
仲
良
く
育
っ
て
ネ
♡

泰
仁
さ
ん
・
佳
奈
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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岩
村
町
富
田　

吉よ

し

村む

ら 

攻こ
う

平へ
い 

さ
ん　

６６
歳

　

「
地
域
住
民
が
今
ま
で
ど
お
り
農
業
を

行
え
ば
農
村
景
観
は
守
ら
れ
る
」
と
考
え

る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
村
景
観
日
本
一
を
守

る
会
理
事
長
の
吉
村
攻
平
さ
ん
。
吉
村
さ

ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
考
え
方

を
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
景
観
は
守
ら
れ

て
い
る
」
と
話
す
。

　

岩
村
町
富
田
地
区
は
農
村
景
観
日
本
一

の
称
号
を
も
ら
っ
て
い
る
。「
地
域
に
１

軒
の
か
や
ぶ
き
屋
根
を
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
こ
の
守

る
会
が
発
足
。
切
っ
掛
け
は
、
地
域
に
唯

一
残
っ
た
か
や
ぶ
き
屋
根
（
現
在
の
「
茅か

や

の
宿
と
み
だ
」）
を
、
当
時
、
小
原
村
の

屋
根
屋
と
地
域
の
有
志
１５
人
ほ
ど
で
修
復

し
た
こ
と
。
7
年
前
、
屋
根
に
１
㍍
ほ
ど

の
穴
が
空
い
た
。
家
主
は
高
齢
で
修
復
す

る
余
力
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
吉
村
さ

ん
ら
が
声
を
掛
け
仲
間
を
募
っ
た
。

　

守
る
会
の
活
動
は
、
１
周
年
を
迎
え
た

「
茅
の
宿
と
み
だ
」
の
管
理
運
営
や
農
業

体
験
、
景
観
保
全
、
垂す

い

松
し
ょ
う

漠ば

く

と
い
わ
れ
る

滝
の
整
備
、
か
や
場
の
耕
作
放
棄
地
約
５０

㌃
の
管
理
だ
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
賛

否
両
論
の
意
見
が
あ
っ
た
。吉
村
さ
ん
が
、

み
ん
な
を
ま
と
め
て
活
動
し
て
い
る
。

　

吉
村
さ
ん
は
「
会
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

の
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
が
、
協
力
し

て
く
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
富
田
の

方
は
何
か
や
ろ
う
と
す
る
と
賛
同
し
行
動

し
て
く
れ
る
」
と
参
加
者
へ
感
謝
す
る
。

　

茅
の
宿
の
管
理
運
営
で
は
、
こ
れ
を
見

て
も
ら
う
だ
け
で
は
こ
の
施
設
を
維
持
で

き
な
い
。
民
宿
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
で

維
持
管
理
費
を
生
み
出
し
た
。

　

吉
村
さ
ん
は
「
今
は
こ
の
活
動
は
生
き

が
い
で
あ
り
、
健
康
の
源
」
と
笑
顔
で
話

す
。「
外
の
地
域
の
方
と
接
す
る
中
で
、

考
え
方
が
広
が
っ
た
。
外
の
方
の
話
を
聞

け
る
い
い
機
会
」と
活
動
の
魅
力
を
話
す
。

　

会
員
は
、
シ
ン
ボ
ル
を
守
る
と
い
う
意

識
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。
収
入
が
で
き
る
と
張
り
合
い
に
な

る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
脱
却
を

模
索
し
て
い
る
。

　

「
今
は
、
や
り
た
い
こ
と
だ
ら
け
」
と

い
う
吉
村
さ
ん
。
そ
の
中
で
も
ま
ず
は
、

野
菜
の
直
売
所
を
開
く
こ
と
が
目
標
だ
。

「
茅
の
宿
と
み
だ
」
を
管
理
運
営

農
村
景
観
日
本
一
を
守
る

　大井小学校で１・２年生を対象に連れ去り防止教室が

５月１９日に行われました。児童１１５人は、登下校時など

で不審者から身を守る方法を勉強。振り切って逃げるこ

とや大声を出すことなど大切な話を真剣に聞きました。

　５月１０日に中コミュニティセンターで第 1回の天然

会議が開催されました。この日は、野外活動を行ってい

る人たちが集まり交流。知恵や技術を共有して、今後の

さらなる活動につなげる勉強をしました。

　わんぱく相撲の大正村場所が、５月５日に明智町千畳

敷公園で行われました。市内の小学生１１６人がわんぱく

力士として出場。子ども力士たちは土俵いっぱいに動き

回り、会場の見物客を沸かせていました。

　５月２２日、県クリスタルパーク恵那スケート場で第７

回市消防協会消防操法大会が開催されました。参加した

１４隊は、自動車ポンプ操法の技術を競いました。その

結果、武並分団が初優勝を果たしました。

　市役所会議棟で５月１５日、まちづくり市民活動推進助

成事業と地域の元気発信事業助成金の合同審査会が行わ

れました。申請した団体は、活動を熱心に審査員に説明。

決定した助成金は、まちづくりに生かされていきます。

　５月５日、巨大な水車のある「おばあちゃん市山岡」

で子どもの日イベントが開催され、「餅つき大会」と「昔

の遊び教えます」が行われました。子どもたちは、お父

さんらと餅をつくなどして楽しい１日を過ごしました。

子どもの日イベントで楽しく餅つき 子ども力士が会場を沸かした「わんぱく相撲」

まちづくりの活動を熱心に説明 野外活動を行う仲間が集った天然会議

操法の技術を競った消防操法大会 命を守るための大切な話を聞いたよ

８０



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　岩村町で生まれ、岩村電気軌道を開通させた大庄屋の

浅
あさ

見
み

与
よ

一
いち

右
う

衛
え

門
もん

。旧家浅見家の９代目として１８４３（天保

１４）年に生まれる。県議会議長や衆議院議員を歴任。明

治時代の交通形態の変化で衰退する岩村城下町を復興す

るため、私財を投げ打ち１９０６（明

治３９）年、岩村と大井の間に全

国で１５番目の電気鉄道を開通

させた。工事は旧小
お

沢
さわ

街道（一

部現阿木川ダム湖底）の渓谷

約１０㌔などの難工事の連続で

あったといわれている。１９２４

（大正１３）年に 81 歳で没。三男

浅見与七は、東京大学を卒業後、

同大学農学部教授、名誉教授を

務め、三好学に続いて東大附属

植物園園長となった。

４９

５０

▲モンゴルの移動式住居「ゲル」が立ち並ぶ

▲喜寿の祝いに撮影された浅見氏

　モンゴル村の村長には、モンゴルの天才

歌手オユンナさんが就任。上矢作町の宿泊

できる施設にはモンゴル村の他、上
かん

村
むら

川沿

いに「コテージかわせみ」と「越
こし

沢
さわ

コテージ」

があり、特に夏季には多くの観光客でにぎ

わう。

福寿の里モンゴル村 遊牧民の生活を体験

浅見与一右衛門 岩村電気軌道を開通
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』６月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.１円（税込み）です。

　恵南地域の商業や経済の活性化に貢献し

た浅見氏の功績をたたえて、岩村城
しろ

山
やま

城
じょう

址
し

の銅像山公園には銅像が建てられており、

大井町の中央通りには顕彰碑が祭られてい

る。浅見邸は、岩村本通りに今も残ってい

る。
▲浅見氏が開通させた岩村電気軌
道の開通当時の電車（場所は東野）

　草原の国モンゴルの移動式住居のゲルに泊まり、遊牧

民の生活を体験できる上矢作町木の実地内にある施設。

ゲルとは、木とフェルトで造られ、分解や組立が簡単に

できる円筒形の移動式住居のこと。モンゴルから輸入し

た本物のゲルをベースにした建物が１８棟あり、ベッドや

家具など室内を朱色に彩色し、モンゴルの雰囲気を体験

できる。

　ここは上矢作町

とモンゴル国との

交流のさらなる発

展と、交流人口に

よる地域活性化を

目指した施設で、

平成１２年に営業を

開始し、本年で１１

年目を迎える。

次号は６月１５日号
　発行日は６月１５日㈬です

▲鮮やかな色彩が広がる「ゲル」の中。モ
ンゴルから輸入した家具も置かれている
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